
へブル人
びと

への手
て

紙
がみ

第
だい

11章
しょう

の冒
ぼう

険
けん

物
もの

語
がたり

、パート3
聖
せい

句
く

はすべて口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

より

「信
しん

仰
こう

によって、

アブラハムは、試
し

錬
れん

を

受
う

けたとき、イサクを

ささげた。」（へブル人
びと

への

手
て

紙
がみ

 11:17）

覚
おぼ

えているかい。

神
かみ

様
さま

はアブラハムに、星
ほし

の

数
かず

よりも多
おお

い子
し

孫
そん

を授
さず

けると

約
やく

束
そく

されたよね。

「イサクから出
で

る者
もの

が、

あなたの子
し

孫
そん

と呼
よ

ばれるで

あろう。」1

1 へブル人
びと

への手
て

紙
がみ

 11:18 を見
み

てね。

まあ。

だけど、長
なが

年
ねん

待
ま

った約
やく

束
そく

の息
むす

子
こ

を

授
さず

かったと思
おも

ったら、今
こん

度
ど

はその息子を

神
かみ

様
さま

にお返
かえ

しするようにと、神様は

アブラハムに言
い

われたんだ。

何
なに

かをするようにって言
い

われて、

その理
り

由
ゆう

が分
わ

からない時
とき

は特
とく

に、

従
したが

うには信
しん

頼
らい

を要
よう

するよね。

アブラハムは、神
かみ

の忠
ちゅう

実
じつ

さと真
しん

実
じつ

さを確
かく

信
しん

していた。

アブラハムに約
やく

束
そく

して下
くだ

さったことを守
まも

るために、必
ひつ

要
よう

とあらば

イサクを生
い

き返
かえ

らせることもできると知
し

っていたんだ。

（へブル人
びと

への手
て

紙
がみ

 11:19 参
さん

照
しょう

）

その子
こ

に手
て

を下
くだ

すな。

あなたが神
かみ

をおそれる者
もの

で

 あることが、今
いま

、分
わ

かったからだ。

あなたは、自
じ

分
ぶん

の独
ひと

り子
ご

である

息
むす

子
こ

すら、わたしにささげる

ことを惜
お

しまなかった。

（創
そう

世
せい

記
き

 22:12）

このお話
はなし

の一
いち

部
ぶ

始
し

終
じゅう

は、創
そう

世
せい

記
き

 22:1-18 で読
よ

んでね。



神
かみ

様
さま

が下
くだ

さった

子
こ

だもの。守
まも

って欲
ほ

しいと

願
ねが

っておられる

はずよ。

パロの

命
めい

令
れい

なんか、

こわいものか。

ミリアム、

かごを見
み

ていてね。

このお話
はなし

を、出
しゅつ

エジプト記
き

の
1:22 と 2:1-10 で読

よ

んでね。

まあ、

何
なに

かしら？

王
おう

女
じょ

様
さま

のために、

赤
あか

ちゃんに授
じゅ

乳
にゅう

して

世
せ

話
わ

してくれる乳
う

母
ば

を探
さが

して

参
まい

りましょうか？

ええ、

お願
ねが

いするわ！

「信
しん

仰
こう

によって、モーセの

生
う

まれたとき、両
りょう

親
しん

は、

三
さん

か月
げつ

のあいだ彼
かれ

を隠
かく

した。」

（へブル人
びと

への手
て

紙
がみ

 

11:23）



さ ばく

「信
しん

仰
こう

によって、モーセは、成
せい

人
じん

したとき、パロの

娘
むすめ

の子
こ

と言
い

われることを拒
こば

み、罪
つみ

のはかない歓
かん

楽
らく

に

ふけるよりは、むしろ神
かみ

の民
たみ

と共
とも

に虐
ぎゃく

待
たい

されることを

選
えら

んだ。」（へブル人
びと

への手
て

紙
がみ

 11:24-25）

宮
きゅう

廷
てい

で持
も

てる全
すべ

ての

ぜいたくがなくなるとしても、

　今
いま

苦
くる

しむほうがいいんだ。

あなたは

愚
おろ

か者
もの

だわ！この全
すべ

てを 

 あきらめるなんて！

永
えい

遠
えん

の

富
とみ

のために

耐
た

えるよ！

「信
しん

仰
こう

によって、彼
かれ

は王
おう

の憤
いきどお

りをも恐
おそ

れず、

エジプトを立
た

ち去
さ

った。彼は、見
み

えないかたを

見ているようにして、忍
しの

びとおした。」

（へブル人
びと

への手
て

紙
がみ

 11:27）

パロは非
ひ

常
じょう

に

おかんむりだと

聞
き

いたぞ。

私
わたし

は、パロよりも

神
かみ

をおそれているんだ。

砂漠エジプト



へブル人
びと

への手
て

紙
がみ

の第
だい

11 章
しょう

は、

 神
かみ

様
さま

が約
やく

束
そく

通
どお

り世
せ

話
わ

して

  下
くだ

さると信
しん

じた人
ひと

達
たち

の

    物
もの

語
がたり

でいっぱいだ。

イスラエルの

人
ひと

達
たち

のためだった  

 よね。

私
わたし

達
たち

を砂
さ

漠
ばく

で

死
し

なせるために導
みちび

き 

  出
だ

したのか？

 ちょっと手
て

を

 貸
か

していただけ

  ますかな？

では、あなたの

つえを差
さ

し伸
の

べなさい。

海
うみ

の水
みず

を分
わ

けて

あげよう。

このお話
はなし

の一
いち

部
ぶ

始
し

終
じゅう

は、
出

しゅつ

エジプト記
き

の 14:10-23 で
読

よ

んでね。

ヨシュアがイスラエルの人
ひと

々
びと

を導
みちび

いて

エリコの城
じょう

壁
へき

の周
まわ

りを７
なのか

日間
かん

回
まわ

ったら、

城壁がくずれ落
お

ちたって

いうお話
はなし

もあるね。

ヨシュア記
き

の第
だい

6 章
しょう

1-20 を
読

よ

んでね。

神
かみ

様
さま

が

モーセのために

紅
こう

海
かい

の水
みず

を分
わ

けた

お話
はなし

もあるわね。



ヨシュアのスパイ達
たち

がエリコを

探
さぐ

りに行
い

った時
とき

、彼
かれ

らをかくまって

あげたラハブのお話
はなし

もあるね。

私
わたし

は、あなたがたの神
かみ

が

あなたがたのためにして下
くだ

さった

奇
き

跡
せき

を聞
き

いています。だから、

あなたがたの神を尊
そん

敬
けい

して

います。

このエキサイティングなお話
はなし

は、

ヨシュア記
き

の第
だい

2 章
しょう

で読
よ

んでね。

　このほか、神
かみ

様
さま

が奇
き

跡
せき

を起
お

こして

下
くだ

さるという信
しん

仰
こう

を持
も

っていた、

ギデオン、バラク、サムソン、

エフタ、ダビデ、サムエル及
およ

び

預
よ

言
げん

者
しゃ

達
たち

について語
かた

り出
だ

すなら、

時
じ

間
かん

が足
た

りないだろう！ 2

またね、

ルーファス。

2 へブル人
びと

への手
て

紙
がみ

 11:32 参
さん

照
しょう

ギデオン
バラク

サムソン

エフタ ダビデ サムエル



それを知
し

る方
ほう

法
ほう

は、

ただ一
ひと

つしかない！
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「彼
かれ

らは信
しん

仰
こう

によって、国
くに

々
ぐに

を征
せい

服
ふく

し、義
ぎ

を行
おこな

い、約
やく

束
そく

のものを受
う

け、ししの口
くち

をふさぎ、火
ひ

の勢
いきお

いを消
け

し、

つるぎの刃
は

をのがれ、弱
よわ

いものは強
つよ

くされ、戦
たたか

いの勇
ゆう

者
しゃ

となり、他
た

国
こく

の軍
ぐん

を退
しりぞ

かせた。」

（へブル人
びと

への手
て

紙
がみ

 11:33-34）

だけど、これらの聖
せい

書
しょ

の偉
い

人
じん

達
たち

が

偉
い

業
ぎょう

を成
な

し遂
と

げることができたのは、  

彼
かれ

らが素
す

晴
ば

らしい神
かみ

様
さま

への信
しん

仰
こう

を

持
も

っていたからだということを、

忘
わす

れてはいけないよ。

信
しん

仰
こう

は

力
ちから

強
づよ

いわね！

ぼく達
たち

の信
しん

仰
こう

は、

何
なに

を成
な

し遂
と

げることが

できるかなあ？

神
かみ

様
さま

に

 従
したが

うことだね！

わたしは、

わたしを信
しん

じ、

近
ちか

く従
したが

ってくる

者
もの

達
たち

のために、

大
おお

いなることを

する。

終
お

わり


